
【公立大学法人横浜市立大学 平成24年度計画概要図】 （2年目 ← 中期目標・中期計画期間：平成23～28年度）

<市の政策医療への対応・医療機器整備>

・救急病床整備（附）、生殖医療センターの開設（セ）による機能充実

・新たな先進医療の承認など高度で先進的な医療への取組

・医療機器・施設設備の計画的更新・購入による病院機能維持・向上

<医師や看護師等の人材育成・確保・労働環境整備>

・魅力的なプログラム・環境の整備による研修医・看護師等の確保・育成

・事務作業補助業務の拡大、復職支援等による医療スタッフの 労働環境

整備・負担軽減

<医療安全管理体制・病院の運営等>

・手術待ち患者解消のための手術室の効率的活用

・後発医薬品拡大や共同購入推進等による医薬材料費の縮減

・医療情報システム(電子カルテ)導入による効率化（セ）

<研究成果・知的財産の地域還元>

・教員及び学生の地域貢献活動や地域社会との連携事業の推進

・市民の学習意欲に対応した生涯学習講座の開催

<研究推進体制の整備、研究の充実・外部資金獲得>

･先端医科学研究センター新施設竣工に合わせた企業との連携体制の整備

･「国際戦略総合特区」の指定に伴う、ヒト由来の細胞を用いた薬物評価試験実

施に向けた基盤技術の開発

･研究ポリシーに沿った戦略的研究の推進と大型国家プロジェクト等の獲得の拡大

<全学的な取組>

・ディプロマ・カリキュラム・アドミッションポリシーに沿った教育の推進

･アカデミックコンソーシアムなどのグローバル教育の場の構築

教育 研究

医療

第2期中期計画の2年目である平成24年度は、1年目で構築した基礎・基盤をもとに、第2期中期計

画達成に向けてステップアップが求められる年度です。そこで、学内における様々な課題を年度計
画に的確に反映していくとともに、少子化や経済不況等、大学全体を取り巻く社会状況も見据えな
がら、着実に取り組んでまいります。

法人の経営

<共通教養教育>

・国際総合科学部のコース再編に伴って見直した、専門分野に共通して必要

な基礎となる力を養う共通教養教育の円滑な実施と効果の検証

･ プラクティカル・イングリッシュ（PE）センターの教育体制整備、上級レベルの

英語教育(Advanced PE)科目の授業運用・効果の検証

<国際総合科学部>

･都市の課題解決への対応等を視点にした新コースのカリキュラムの定着と学

生の円滑なコース選択に向けた支援の実施

・国際的な成績評価指標であるグレード・ポイント・アベレージ（GPA）制度

の本格運用の開始、学生への周知

・学部・大学院5年一貫教育プログラム（学部4年+修士1年）の開始、

学生への周知

<医学部>

･ 定員増後の教育水準の維持・向上のために新たに設置した医学教育セン

ターによる一貫した学部教育（病棟実習の充実、国家試験対策の強化 等）

学術院における活動の推進

・ユニット形成の促進

・領域横断的な教育研究の推進

<都市社会文化・生命ナノシステム科学・国際マネジメント・医学研究科>

･生命医科学分野再編に向けた研究科設置の準備

・他大学等との連携事業「横浜文化創造都市スクール」の推進

学部学部

大学院大学院

医師・看護師等の
人材育成・確保

<学生の学習・生活支援>

･授業料減免制度等経済支援の充実

・留学プログラム（市大生派遣及び協定

校の学生受け入れ）、海外フィールドワー

ク参加者の拡充

・教員による学生への学習・生活支援をよ

り効果的に行うための担任制の充実

<キャリア教育・就職支援>

･１，２年生向けキャリア教育関連講座の

開始

・学生へのキャリアカウンセリング等個別

支援の強化

<健康管理>

・教職員の連携体制を構築し、学生への

迅速かつ統一した対応の推進

・健康診断やアンケート等を活用した心

身の不調者への早期対応

・長期休学者復学支援体制の検討

学生支援

・各種研修会実績の検証と内容の充実
及び教員参加の促進
・教職員へのトップメッセージ発信と
大学情報の共有

横浜市による八景キャンパス耐震補

強整備

（新理科館建設・付属校舎改築基本

設計等）

・教職員の心身不調者の早期発見等
職場復帰支援体制の強化

・サバティカル制度の試行運用
・管理職・職員研修の充実

大規模災害の発生を前提とした危機管
理体制の整備
（マニュアル見直し・訓練実施・横浜市
との連携 等）

施設整備危機管理 コンプライアンス
ガバナンス ・適正な人件費管理に向けた人事給与

システムの再構築
・事務用消耗品等の執行一元化
・卒業生・企業等からの寄附獲得
に向けた体制の整備

経営効率化
寄附制度

人事制度

≪ＹＣＵミッション≫ 横浜市立大学は、国際都市横浜における知識基盤社会の都市社会インフラとして、特に教育研
究・医療の拠点機能を担うことをその使命とし、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大学を目指す。

≪ＹＣＵミッション≫ 横浜市立大学は、国際都市横浜における知識基盤社会の都市社会インフラとして、特に教育研
究・医療の拠点機能を担うことをその使命とし、社会の発展に寄与する市民の誇りとなる大学を目指す。

※地域貢献、国際化については、教育研究、医療という本学における全活動に共通した目標と位置づけ取り組んでいます。


